英語科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市立　上白根中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大西　昇平

1． 日時　　　２００５年１０月１９日（水）５校時　２：００～２：５０

2． 学級　　　１年２組　３９名（男子２０名　女子１９名）

3． 学級観　　授業者自らが担任をしているクラスである。クラスの雰囲気としては、男女の仲　　　　

が良く、ペアワークやグループ活動も楽しく取り組んでいる状況である。一方で、

発言などにおいては男子が中心で、女子は消極的な生徒も見受けられる。ペアワークやグループ活動をより積極的に用い、共に学び合う姿勢をつくっていく。

４．　単元　　ＮＥＷ　ＣＲＯＷＮ　ＥＮＧＬＩＳＨ　ＳＥＲＩＥＳ①
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５．　単元観　　主語が三人称単数で現在形の場合、一般動詞にsがつき、疑問文ではdoがdoesに変わるという中学生が英語を学ぶにあたっての最初の大きなハードルに当たる文法を学ぶ単元であると考える。

6． 単元目標　①　主語が三人称単数で現在形の時、一般動詞の語尾にsがつき、発音も変わる　　　

ということを知り、それを使って自分の友達などのことについて説明できる。

　　　　　　　　②　主語が三人称単数で現在形の時、疑問文を作るdoがdoesに変わるということを知り、その質問文に答えられるようにする。

　　　　　　　　③　主語が三人称単数で現在形の時、否定文の場合、don’tがdoesn’tに変わることを知り、否定文を作ることができる。

7． 主な言語材料

comes, likes, practices, plays, goes

8． 言語の使用場面／言語の働き

日常生活／友達などのことについて説明する・質問する・応答する

９．　単元の指導計画（５時間扱い）

	時間
	　　　　　　　　　　　　　活動内容
	授業形態

	１．
	Jeff’s Day （ＡＬＴの来る日）

カードを用いたアクティビティーを行い、主語が三人称単数の場合に動詞にsがつくという文法にまず口頭で慣れさせ、その後ワークシートに文を記入し、使い方を学習する。
	一斉

ＡＬＴ

	２．
	Jeff’s Day（ＡＬＴの来る日）

・ワークシートを用い、主語が三人称単数の場合、疑問文を作るdoがdoes
に変わるということを学習する。

・生徒自らに友達についての疑問文を作らせ、その運用の定着を図る。
	一斉

ＡＬＴ

	３．

本時
	・教科書５０ページの内容を理解し、グループでリーディングに取り組む。

・友達についての文を書かせ、三人称単数現在の表現方法を学ぶ。

・三人称単数現在の運用の定着を図る。
	一斉

	４．
	・doesで始まるリスニング問題に取り組む。

・教科書５１ページの内容を理解し、グループでリーディングに取り組む。

・doesで始まる質問文に答える練習をし、慣れさせる。

・三人称単数現在の疑問文の作り方の定着を図る。
	一斉

	５．
	・doesn’tを用いたリスニング問題に取り組む。

・教科書５２ページの内容を理解し、グループでリーディングに取り組む。
・三人称単数現在の肯定文・否定文を作る練習に取り組む。

・三人称単数現在の肯定文・否定文の作り方の定着を図る。
	一斉


１０．評価基準

	
	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	表現の能力
	理解の能力
	言語や文化についての知識・理解

	聞くこと
	①相手の目を見ながら話しを聞こうとしている
	
	⑨質問に対して適切に応じることができる

⑩聞いた内容について正しく聞き取ることができる


	⑫外国や自国の事情について知ろうとしている

	話すこと
	②ペア・グループ活動において協力し合って話そうとしている
	⑤話そうとすることをしっかりと聞き手に伝えることができる

⑥強勢やイントネーションに注意して話すことができる
	
	⑬場面や状況による強勢やイントネーションの違いを理解している

	読むこと
	③大切なところに注意して読もうとしている
	⑦適切な音量・スピードで読むことができる
	⑪書かれた内容について正しく読み取ることができる
	


	書くこと
	④書く活動を通して生き生きとした自己表現をしようとしている
	⑧文法にしたがって正しく文を書くことができる
	
	⑭場面や状況にふさわしい表現方法を知っている


１１．　本時の展開

　（１）本時の目標　　　６．単元目標の①

　（２）本時の評価基準　１０．評価基準の太字部分

　（３）本時の指導計画・評価計画

	展開
	学習活動・内容
	教師の支援・留意点
	評価基準（評価方法）

	Warm

    up

(10分)


	1.Greetings

Good afternoon

How are you?

2.Let’s sing

“Bob the Builder”
3.Let’s try

“Family and The days of the week quiz”
	１．英語で挨拶しながら生徒の様子を観察する

２．歌いながら楽しい雰囲気をつくる

３．ペアごとに机を向かい合わせにさせる。時間制限を設けて各ペアの状況を確認する
	⑨質問に対して適切に応じることができる
②ペア・グループ活動において協力し合って話そうとしている

	導入

(10分)
	4.Introduction

(Lesson6 page50)

Picture Cardsを見ながら、場面・状況を推測する。

5.Listening 

教科書の内容を聞き取る

6.Comprhension

教科書本文の内容を理解する

7.New Words

Flash Cardsを用い、新出単語の発音・日本語訳を知る
	４．黒板にピクチャーカードを張り、本時の内容について推測させる

５．必要に応じて３、４回流す

６．１文ごとに止め、発問していく

７．生徒の様子を見ながら、理解度を観察する
	⑫外国や自国の事情について知ろうとしている
⑩聞いた内容について正しく聞き取ることができる

⑪書かれた内容について正しく読み取ることができる

	展開

(20分)


	8.Reading Practice

教科書本文の音読を行う

1)T-S reading　スラッシュで

2)T-S reading  １文ごと

3)Repeat after the CD

New Words, POINT. Let’s read the text

4)Shadowing

ＣＤと同時に読んでいく

9.Group reading

４人グループで、時間制限内に全文を読めるようにする
	８．４人グループで読んでもらうことを伝え、緊張感を持たせる。教師自らも強勢・イントネーションに留意し、大きな声で読むようにする

９．時間制限を設け、発音など厳正に合格・不合格を分ける

パスしたグループにはワークシートを解くように指示する
	③大切なところに注意して読もうとしている
⑥強勢やイントネーションに注意して話す

⑤話そうとすることをしっかりと聞き手に伝えることができる

⑦適切な音量・スピードで読むことができる
②ペア・グループ活動において協力し合って話そうとしている

	まとめ

(10分)

課題
	10.みんなの日曜日

友達の日曜日の様子について表現する

プリントの完成
	１０．早目に書けた子には黒板に書かせておく
次時発表
	⑧文法にしたがって正しい文が書ける

④書く活動を通して生き生きとした自己表現をしようとしている


協議会でのお話

１）授業の感想

・１年生の元気が良い（同意見あり）・もう少し英語で指示を出すべき

· 歌を元気に歌っていてよかった・ペア活動など仲良く一緒に出来ているのが良い

· Let’s tryが良かった（同意見あり）さらに絵をつけると良い（ＡＬＴより）

· 音読の時、「こう読んだら英語らしい！」などの声かけが欲しい

· 普段リーディングはこれほどやらせていない（同意見あり）

· ワークシートが良い（同意見あり）

· 読むだけでなくインタビュー形式で発展させると良い（同意見あり）

「友達が日曜日に何をしているか分からない。」という子がいたが、そういう子のためにも

What do you do on Sunday?のインタビュー形式でやらせてから、He plays、She practicesなどの文を書かせていくと無理がなくて良い

２）ライティングの活動について（授業者からの質問）

Ｑ：ライティングの活動は４０人学級でやらせるのは難しい、何か妙案はあるか？

Ａ：・課題で出す・パソコンを使って、翻訳機能で英訳する

授業者感想

　協議会の最初に指導教官の馬守先生から「今は英語教師にとって、受難の時。英文和訳形式など、昔のやり方が否定されてきたが、これならば良いという拠り所もなくなり、正しい教え方というものが分からなくなっている。」というお言葉を頂いた。私自身もこのことを切に感じる。そのため、通常の授業では、自らが最も効率的な学習方法だと思っているリーディング中心の活動をさせている。今回の研究授業でも「生徒に足下を見せない」ためにも、普段通りリーディング中心の通常授業を行った。研究授業用にいつもとは違う授業をすれば、普段の授業を自らが否定していることにも成り得ると考えたからだ。

　結果的に「いつも通り」が生徒もやりやすかったようで、大勢の見学者がいる中、ペアワークやリーディングのグループ活動など、非常に積極的にやってくれていた。

　一方で、協議会で指摘された通り、アクティビィティーにはまだまだ一工夫必要で、もっと勉強しなければならないなと痛感した。生徒の中からも読むだけではつまらないという声もあがっており、「通り一遍」の授業では、生徒の興味・関心を引き出せるものではないのは明白である。

　今後として、英語の４技能である「読む・書く・聞く・話す」をバランス良く、かつ質の高い形で生徒に活動させることが必要であるように思う。上記の馬守先生の話の「拠り所がない」という現状に対して、４技能を万遍なく生徒にトレーニングさせていくことが、逆に一つの打開策になるのではないかと考える。ただ、それぞれを質の高い形でやっていくには、多くの準備時間や、かなりの労力が必要である。まずは、自分の出来るところからやっていくしかないと思う。だからこそ、今回の協議会で指摘されたアクティビィティーを充実させることから始めていこうと思っている。

以上　

上白根中学校　　　大西　昇平

